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１．はじめに

　本稿では、金融庁が2026年３月末に導入した

保険会社向けの新たな健全性規制について、外部

有識者および金融庁専門官として検討に関わった

経験を踏まえ、新たな規制の概要とその特徴につ

いて解説する。さらに、経済価値ベースの観点か

らみた近年の大手生命保険会社の経営行動への疑

問を呈することで、投資家・アナリストの参考と

したい（注１）。

２．新たなソルベンシー規制の概要

⑴　なぜ規制見直しが必要だったのか
　話は約30年前にさかのぼる。1997年４月に日

産生命保険が当時の大蔵省から業務停止命令を受

けたのを皮切りに、2001年３月までのわずか４

年間に中堅規模の保険会社８社の経営が相次いで

破たんし、保険契約者が多大な不利益を被るとい

う大事件が発生した（注２）。

　保険会社は規制業種であり、当時も今も政府が

保険会社の健全性を確保する規制を設け、監督を
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　2000年前後の生保危機では健全性規制が必ずしも十分に機能しなかったことを受けて、金融庁は長年の検討
を経て、2026年３月末にいわゆる「経済価値ベースのソルベンシー規制」を導入した。新たな規制は数値基準
を抜本的に見直すとともに、「３つの柱」の考え方を採用した。本稿では、新規制の概要を整理した上で、正し
く理解する上でのポイントを示した上、近年の生命保険会社の経営を踏まえ、新規制との整合性を考察した。
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